
No. 6

19 － 11
16 － 11
16 － 4
24 － 12

－
－
－

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F No. S PTS 3P 2P FT F
4 * 20 2 6 2 4 4 * 9 0 3 3 4
5 * 4 0 2 0 3 5 * 9 0 2 5 2
6 * 8 0 4 0 2 6 * 5 1 0 2 0
7 3 0 1 1 0 7 * 4 0 2 0 5
8 3 1 0 0 2 8 * 4 0 2 0 0
9 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0
11 * 7 1 2 0 2 11 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0
13 * 19 5 2 0 2 13 0 0 0 0 0
14 9 2 0 3 0 14 7 1 1 2 0
15 2 0 1 0 1 15 0 0 0 0 0
16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 1
17 - - - - - 17 0 0 0 0 0
18 - - - - - 18 0 0 0 0 0

            
            
            
            
            

HC - HC -

75 11 18 6 16 38 2 10 12 12

S: PTS: ポイント 3P: 2P: FT: F: ファールフリースロー

担当者：二神　 信次郎（南予バスケットボール協会） 四国高等学校体育連盟・愛媛県教育委員会・四国バスケットボール協会

第１ピリオド、お互いマンツーマンディフェンスでスタート。序盤、高松工芸が連続得点し、８－０とリードを奪う。土佐は、攻撃の糸口がつかめない。残り４
分半、１４ー４となったところで土佐がタイムアウトをとる。土佐は３－２のゾーンディフェンスに変え、高松工芸の得点が止まり、１９－１１で終了。
第２ピリオド、土佐のゾーンディフェンスに対して、高松工芸は＃６をハイポストに立たせて、攻略を試みる。土佐はゾーンディフェンスからの速攻を狙う
が、お互い攻めあぐね得点が伸びない。３５－２２で終了。
第３ピリオド、土佐は引き続きゾーンディフェンス。土佐は＃５を中心にオフェンスを組み立てるが、なかなか得点を奪えない。高松工芸は＃４の連続３Pで
突き放しにかかるが、シュート率は思うように伸びない。その後土佐は＃５がアウトサイドシュートを狙うが決めることができない。逆に高松工芸は＃４、
＃１３が得点を重ね５１－２６で終了。
第４ピリオド、土佐はゾーンディフェンスの形を変えてくるも、オフェンスの糸口がつかめない。点差も広がり、残り７分で土佐＃７がファールアウト。その後
は控えメンバー中心の戦いとなり、７５対３８で試合終了。

 松本　伸一  / TEAM  中村　秀三  / TEAM

合計 合計

  
  
  

 久保　達幹  西口綜一郎 
 熊野　晶太  山下　昌悟 
 岩崎　新大  福田　永雅 

 内海　　光  島﨑　達也 
 小野　晴貴  宇田　卓正 
 根ケ山大輔  矢部　　葵 

 池田　紘基  久保田大賀 
 中野　優太  井上　巨人 
 將木　虎羽  川村　竜之 

 前田　虎城  山下　知輝 
 竹内　由樹  首藤　風真 
 リンダ―　マイルス　龍也  野並　渓太 

高松工芸 ○ ● 土佐
75 38

(香川３位) (高知２位)

西　　和馬 

終了時間： 13:30

主審：

副審：

期　　　日：

大会名称： 平成28年度
第69回四国高等学校バスケットボール選手権大会

開催場所： 愛媛県総合運動公園体育館　Ｂコート

試合区分： 男子 １回戦

 

2016(H28)年6月18日 (土)

 

 選手名  選手名

 古川　雄一  國藤　裕成 

池田　隼人 

開始時間： 12:00

  

スターター 3ポイントシュート 2ポイントシュート

 上林　祐介  濵渦　亮輔 

 野田真之介  傍士　智貴 
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